
『子宮頸部細胞採取の手引き』

日   時 2018年9月9日［日］　14:40～17:20

 第27回日本婦人科がん検診学会総会・学術講演会  2日目
会   場 帝京大学板橋キャンパス 本部棟4階 会議室

開 催 趣 旨

子宮頸癌の多くは、HPV感染が原因となり、前癌病変である子宮頸部上皮内腫瘍を経
て発病することが明らかにされており、早期発見、早期治療により予防しうる疾病です。
そのためには検診がもっとも重要で、病巣部の的確な細胞診、組織診が不可欠です。擦過
細胞診による子宮頸がん検診は、細胞採取、標本作製、細胞判定、報告書作成の各過程を
経て成立しますが、正確な診断を行うためには、まずは子宮頸部から適切に細胞が採取さ
れなければなりません。
このたび、日本婦人科がん検診学会では、子宮頸部から適切に細胞を採取するために、
日本を代表する婦人科腫瘍専門医が分担執筆して『子宮頸部細胞採取の手引き』制作を進
めているところですが、よりよい成書とするため、各分担執筆者より内容説明を行い、参
加者の方々のご意見を聞く場を設けることとなりましたので、活発な議論・討議を期待し
ております。

一般社団法人 日本婦人科がん検診学会 編

コンセンサスミーティング開催のご案内
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図1　国立がん研究センターがん対策情報センター「がん検診受診者への説明資料」
http://canscreen.ncc.go.jp/pdf/cervical_info_h29_02.pdf
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3. 受診者への案内・声掛け・注意点（環境）
婦人科診察では受診者と医師の2人だけでの診察を避けるようにされている。これは医師が女性

の場合にもあてはまるとされており、受診者の不安を軽減し、また不要のトラブル発生を防ぐ目的

がある。子宮頸部細胞診採取の際も婦人科診察に該当すると考えられるので2人だけにならない環

境、人員の確保が必要である（○○章○○頁参照）。

また、性交経験のない者に対する細胞採取には十分な説明と同意が求められる。現在では子宮頸

癌の発症のほとんどにヒトパピローマウイルス（HPV）の感染が関与していることが判明しており、

性交渉の経験のない者に対する子宮頸部擦過細胞診の有益性を示す根拠はない。さらに、腟鏡の挿

入などで疼痛や出血を認めるため、事前の説明や同意のない状態での子宮頸部からの細胞採取を受

けた者が驚き、トラブルにも発展しうるので、問診の段階で確認が必要である（○○章○○頁参照）。

採取した細胞は直接スライドガラスに塗抹したり、液状化検体として細胞を回収するが、その際

には、検体が本人のものであることを確認することは特に重要である。取り違えを防ぐためには細

胞採取の際に氏名、生年月日など2つ以上の本人確認項目を本人にいってもらって確認するなどの

万全の対策を講じる（○○章○○頁参照）。

細胞診判定のための十分な細胞量を確保するために、子宮頸部からの細胞採取は原則ヘラやブラ

シで行うが、検査による出血は避けられない場合がほとんどであるため、受診者の不安を軽減する

には出血しうることを事前に伝えることが望ましい。また、特に年齢の高い者では腟鏡の挿入など

の操作によって検査中、検査後も疼痛を訴える場合があるので、その可能性についても言及してお

く（○○章○○頁参照）。

4. 看護師との共同作業 1）

4-1. 準備・環境整備
受診者には事前に排尿を促し、膀胱に尿がたまっていない状態で検査を受けるほうが好ましいこ

とを伝える。医師と看護師で、後述の問診表の子宮頸がん検診実施にあたり特に重要な項目（年齢、

妊娠分娩歴、月経の状況、不正出血の有無、過去の検診受診歴など）を把握し、事前に腟鏡は少な

くとも3種類のサイズ程度をそろえておく。

内診台や臀部の下の防水シートに汚れがないかをチェックする。

下半身を覆うタオルを使用する場合には、受診者ごとにタオルを交換する。

受診者の氏名やIDと検体ラベルに間違いがないか、受診者と医療従事者でダブルチェックする。
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